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ア
ク
セ
ス
バ
ス
運
行
・
外
来
診
療
も
始
ま
る�

 
北
秋
田
市
民
病
院
開
院
に
伴
う
北
秋
中

央
病
院
か
ら
市
民
病
院
へ
の
入
院
患
者
輸

送
が
４
月
１
日
行
わ
れ
、
患
者
77
人
が
自

衛
隊
車
両
と
市
消
防
本
部
の
救
急
車
で
市

民
病
院
に
移
送
し
ま
し
た
。 �

　
市
で
は
、
北
秋
中
央
病
院
の
機
能
を
市

民
病
院
に
移
す
た
め
、
患
者
輸
送
に
つ
い

て
陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団
（
林
一
也
師
団

長
）
に
協
力
を
求
め
た
と
こ
ろ
理
解
を
得

て
３
月
19
日
、
協
力
協
定
を
締
結
し
こ
の

日
の
輸
送
業
務
と
な
っ
た
も
の
で
す
。�

　
師
団
側
は
輸
送
支
援
隊
約
60
名
を
派
遣

し
、
救
急
車
６
台
ほ
か
小
型
ト
ラ
ッ
ク
５

台
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
２
台
の
車
両
を
ピ
ス

ト
ン
運
行
さ
せ
輸
送
業
務
に
あ
た
り
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
本
部
は
高
規
格
救
急
車

２
台
を
出
動
さ
せ
ま
し
た
。�

　
病
院
前
で
行
わ
れ
た
開
始
式
で
は
神
谷

院
長
が
自
衛
隊
員
の
協
力
に
あ
ら
た
め
て

感
謝
し
、
午
前
８
時
か
ら
輸
送
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
旧
病
院
で
は
、
病
院
ス
タ
ッ

フ
が
玄
関
ホ
ー
ル
ま
で
ベ
ッ
ド
を
移
動
さ

せ
、
比
較
的
軽
度
の
患
者
は
自
衛
隊
が
、

高
規
格
救
急
車
の
機
能
が
必
要
な
重
度
の

患
者
は
消
防
本
部
が
担
当
。
隊
員
が
ベ
ッ

ド
か
ら
担
架
に
患
者
を
移
し
、
横
に
な
っ

た
ま
ま
４
人
が
乗
車
で
き
る
車
両
で
移
送

し
ま
し
た
。�

　
新
病
院
で
患
者
を
受
け
た
病
院
職
員
ら

は
、
患
者
に
「
新
し
い
病
院
に
着
き
ま
し

た
よ
。
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
優

し
く
声
を
か
け
な
が
ら
、
真
新
し
い
ベ
ッ

ト
に
移
し
替
え
て
病
室
に
移
動
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
か
ら
、
外
来
診
療
が
開
始
さ
れ

た
新
病
院
で
は
、
正
面
玄
関
や
案
内
所
な

ど
に
、
病
院
職
員
が
配
置
さ
れ
、
初
め
て

病
院
を
訪
れ
た
患
者
ら
に
、
受
付
の
方
法

な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、
適
所
に
誘
導
し

て
い
ま
し
た
。�

　
診
療
ま
で
の
手
続
き
は
、
旧
北
秋
中
央

病
院
の
診
療
科
で
診
療
を
受
け
て
い
た
方

は
、
従
来
の
診
察
券
を
再
来
受
付
機
に
挿

入
し
て
受
付
手
続
き
を
行
い
、
番
号
札
を

受
け
取
り
、
診
療
待
合
に
進
み
ま
す
。�

　
そ
の
ほ
か
の
方
は
、
新
患
受
付
の
窓
口

で
手
続
き
を
行
い
診
療
待
合
に
進
み
ま
す
。�

　
北
秋
田
市
民
病
院
（
神
谷
彰
院
長
）
は
、
市
が
開
設
し
、
県
厚
生
連

が
運
営
す
る
県
内
初
の
「
公
設
民
営
方
式
」
が
導
入
さ
れ
、
４
月
１
日

に
下
杉
字
上
清
水
沢
に
開
院
し
ま
し
た
。�

　
開
院
日
に
は
、
旧
北
秋
中
央
病
院
か
ら
入
院
患
者
の
移
送
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
５
日
か
ら
各
診
療
科
の
外
来
診
療
も
始
ま
り
、
た
く
さ

ん
の
市
民
が
新
し
い
病
院
で
診
療
を
受
け
ま
し
た
。�

▲新病院で自衛隊員から患者を引き受ける病院職員ら

▲窓口で説明を受けて、手続きをする患者ら

５
日
か
ら
始
ま
っ
た�
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北秋田市民病院開院／北秋中央病院閉院式�

�

　
各
診
療
待
合
前
に
は
、
診
療
を
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
番
号
が
表
示
さ
れ
る
大
画

面
の
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
の
番
号
が
表
示
さ
れ
ま
し
た
ら
、
看

護
師
ら
の
指
示
に
従
い
診
療
を
受
け
ま
す
。�

��������������������

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
と
の
連
携
及
び
市

民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
が
、

４
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
路
線
バ
ス
の
実
証
運
行
は
、
米
内
沢
駅

ア
ク
セ
ス
「
市
民
病
院
・
米
内
沢
線
」
を

運
行
し
ま
す
。
市
役
所
森
吉
庁
舎
を
始
発

と
し
、
内
陸
線
米
内
沢
駅
な
ど
を
経
由
し
、

北
秋
田
市
民
病
院
と
内
陸
線
大
野
台
駅
ま

で
を
運
行
し
ま
す
。
期
間
は
４
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
で
す
。�

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
は
、
合
川

駅
ア
ク
セ
ス
「
市
民
病
院
・
増
沢
線
」
、

小
渕
駅
ア
ク
セ
ス
「
小
渕
駅
・
三
枚
線
」、

阿
仁
合
駅
ア
ク
セ
ス
「
阿
仁
合
駅
・
吉
田

線
」
の
３
路
線
を
運
行
し
、
期
間
は
４
月

１
日
か
ら
５
月
１
日
で
し
た
。�

　
あ
わ
せ
て
、
既
存
路
線
バ
ス
・
合
川
線

も
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め

ル
ー
ト
変
更
・
運
行
回
数
の
増
便
を
行
い

ま
す
。
合
川
線
は
、
鷹
巣
か
ら
内
陸
線
大

野
台
駅
や
北
秋
田
市
民
病
院
、
内
陸
線
合

川
駅
な
ど
を
経
由
し
、
杉
山
田
と
そ
の
先

の
沖
田
面
ま
で
を
運
行
し
ま
す
。�

　
実
証
運
行
の
期
間
中
に
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
は
、
今
後
本
格
運
行
を
目
指
す
う
え
で

の
大
切
な
資
料
と
な
り
ま
す
。�

▲

　
診
療
待
合

で
順
番
を
待

つ
患
者
ら

▲　診療科ごとに
診察順の番号が
表示される画面

▲市民病院前で「市民病院・米内沢線」の
　実証運行バスから降車する利用者

　
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
が
経
営
す
る
北
秋
中

央
病
院
（
神
谷
彰
院
長
）
の
閉
院
式
が
３

月
31
日
、
同
病
院
で
行
わ
れ
、
創
設
以
来

81
年
間
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
き
た
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。�

　
閉
院
は
、
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
が
４
月
１

日
開
院
す
る
北
秋
田
市
民
病
院
の
指
定
管

理
者
と
な
る
こ
と
か
ら
、
北
秋
中
央
病
院

の
医
師
、
看
護
師
を
は
じ
め
医
療
機
器
な

ど
の
医
療
機
能
を
市
民
病
院
に
引
き
継
ぎ
、

移
転
す
る
こ
と
に
伴
う
も
の
で
、
外
来
診

療
は
30
日
で
終
了
し
ま
し
た
。�

 

北
秋
中
央
病
院
は
、
明
治
22
年
に
鷹
巣

村
外
五
カ
町
村
立
組
合
公
立
病
院
と
し
て

設
立
さ
れ
た
鷹
巣
病
院
が
前
身
。
同
45
年

に
火
事
で
全
焼
し
ま
す
が
、
財
政
難
で
再

建
の
目
途
が
た
た
ず
病
院
組
合
は
解
散
、

昭
和
４
年
に
有
志
５
人
に
よ
り
私
立
鷹
巣

病
院
が
発
足
し
ま
す
。
同
17
年
に
当
時
の

鷹
巣
町
が
買
収
し
町
立
鷹
巣
病
院
に
な
り

ま
す
が
、
19
年
に
は
秋
田
県
農
業
会
が
買

い
取
る
な
ど
経
営
母
体
は
変
遷
を
重
ね
、

戦
後
の
23
年
に
は
法
改
正
に
よ
り
秋
田
県

厚
生
農
業
組
合
連
合
会
に
移
管
と
な
り
、

北
秋
中
央
病
院
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
の
合
併
前
か
ら
鷹
巣
阿
仁
部
の
中
核
病

院
と
し
て
地
域
医
療
を
担
っ
て
き
た
ほ
か
、

商
店
街
の
中
心
に
あ
っ
た
こ
と
で
地
域
経

済
の
振
興
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。�

　
閉
院
式
で
は
、
神
谷
院
長
が
医
師
、
看

護
師
、
事
務
職
員
な
ど
約
70
人
の
ス
タ
ッ

フ
の
前
で
「
こ
れ
ま
で
病
院
が
続
い
て
き

た
の
は
行
政
や
議
会
ほ
か
関
係
者
の
誰
も

が
こ
の
地
域
か
ら
中
核
と
な
る
病
院
を
な

く
し
た
く
な
い
、
と
い
う
強
い
気
持
ち
が

あ
っ
た
か
ら
。
こ
の
間
、
住
民
に
信
頼
さ

れ
て
き
た
私
た
ち
の
医
療
や
、
人
材
育
成

に
も
貢
献
で
き
た
こ
と
は
誇
り
で
も
あ
る
。

医
療
業
務
は
非
常
に
過
酷
で
仕
事
で
の
あ

つ
れ
き
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
で
も
新
病
院

を
前
に
し
て
は
小
さ
な
思
い
出
。
市
民
病

院
の
芽
を
大
き
く
開
花
さ
せ
る
こ
と
を
誓

い
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

北
秋
中
央
病
院
で
閉
院
式�

81
年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕

年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕�
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医
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史
に
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療
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史
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幕�

81
年
の
地
域
医
療
の
歴
史
に
幕�

▲閉院式で職員らにあいさつする神谷院長

病
院
に
は
便
利
な�

　
　
公
共
交
通
機
関
で�


